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項 目 要   約 

１．研究の概要 福島第一原発の事故によって生じた原発立地地域における資産価値損

失及び住民経済厚生損失を軽減するための方策として、被曝リスクの削

減、事故発生リスクの削減、リスクに関する知識の涵養といったミティ

ゲーション措置に着目し、措置ごとの損失軽減効果を定量的にモニタリ

ングすることで、費用便益分析の観点からみて最適な措置の組み合せを

検討する際に役立つデータベースを構築する。 

２．総合評価  原発事故のミティゲーション措置の経済的価値を定量化するためのひ

とつの方法が提示され、その有効性が実証されており、確実な先行研究

とデータに基づいた当該課題に対する本格研究として、今後の政策や

PA対策に大きな効果をもたらす優れた成果が挙げられている。当該研

究課題の重要性を鑑みるに、研究成果を、より広い社会の各層に提供す

ることが望ましい 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 
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